
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  倒産したゴルフ場のゴルフ会員権 

Ｑ：私は１０年前にゴルフ会員権を購入し

ましたが、最近そのゴルフ場が倒産したため、

ゴルフ会員権を譲渡しました。このような場

合、ゴルフ会員権の譲渡による損失を他の所

得と通算することができますか？  

 

Ａ：倒産した（プレーできない）ゴルフ場

のゴルフ会員権の損失は、他の所得と損益通

算することはできません。 

【解説】 

 ゴルフ会員権とは、一般の顧客よりも施設

を優先的に利用できる権利を表した証書のこ

とで、株式形態のものと預託金形態のものと

がありますが、いずれの形態のものも、税務

上は同様に取り扱われます。 

 ゴルフ会員権が一般的に取引されている場

合には、譲渡により所得が生じた場合には譲

渡所得に該当し、赤字で売却して損失が生じ

た場合には、譲渡所得間及び他の所得間にお

ける損益通算は可能です。 

 しかし、ゴルフ場が破綻した場合には、そ

のゴルフ会員権を持っていたとしてもプレー

することができない、つまり、ゴルフ会員権

の権利そのものがなくなっていることになり

ますから、そのゴルフ会員権は資産とは認め

られません。したがって、たとえその会員権

を譲渡することができたとしても、資産の譲

渡には該当せず、譲渡所得とはなりませんか

ら、その損失を他の所得から控除する損益通

算も認められないことになります。 
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